
 

利用学習計画書 

    

     平成２４年４月１１日 

 担当  第６学年 工藤 紀子 

 

１ ねらい 

遺跡や展示資料を見学して、授業で学習した自然環境や人々の生活の様子をさらに理解する。 

見学や体験活動を通して、大昔の人々の知恵を知り、歴史に対する興味・関心を深める。 

 

２ 評価 

大昔の自然環境や人々のくらしの様子について理解できたか。 

大昔の人々のくらしについて興味を持ち、見学や体験学習に進んで取り組むことができたか。 

 

３ 学習活動について 

・教 科：社会科 

・単元名：「縄文のむらから古墳のくにへ」  

・身につけさせたい力：【関心・意欲・態度】様々な道具や資料をもとに、縄文時代の人々の生活の様子に関

心を持てるようにする。 

 

４ 事前指導 

・旧石器時代の確認 

・縄文時代のくらしの学習 

・「地底の森ミュージアム」「縄文の森広場」の概要を説明 

・当日の活動内容の確認 

 

５ 当日の指導（活動）内容 

①地底の森ミュージアム 

（１）見学学習：館職員の説明を聞きながら学習 

学習ノートを用いて館内見学 

（２）体験学習：石器作り 

 

②縄文の森広場 

（１）見学学習：探検ノートを用いてグループ別に自主学習 

（２）体験学習：石のアクセサリー作り 

 

６ 当日の交通手段 貸し切りバス 

    

７ 事後指導 

学習ノート、探検ノートを活用したまとめ 
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平成２４年５月８日 

            担 当   第６学年 工藤 紀子 

 

１ 事後指導について 

（１）実施日 

・平成２４月４月２０日（金） ２校時 

・平成２４年４月２３日（月） ３校時 

（２）主な内容 

・見学で使用した学習ノートの答え合わせをする。（社会科） 

・施設見学や体験を通じて分かったことや疑問に思ったことをまとめる。（社会科） 

 

２ 送付する資料（データ） 

見学・体験の概要と児童の感想をまとめたもの 
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